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平成28年度まで
　旧市町を結ぶ道路の整備や老朽化が進んでいた小中学校の
耐震補強などの事業を実施。
道路整備事業
○ 笠間小原線（桂町工区）、大渕飯田線、友部池野辺線、
　友部1級3号線（小原）ほか

都市整備事業
○岩間駅駅舎・自由通路等、岩間駅東大通線、友部駅周辺整備

学校施設等整備事業
◯改　　築　岩間中学校、笠間学校給食センター
◯耐震補強　友部中学校、笠間小学校、岩間三小体育館、
　　　　　　笠間中学校、宍戸小学校、岩間第二小学校

その他
○まちづくり振興基金積立、地域交流センター、
　認定こども園整備、地域医療センター

　平成18年度から28年度までの間に、合計151億2,910万
円を借り入れました。

平成29年度
　道路整備では、南友部平町線等の整備を進めました。また、
その他の事業として、地域医療センター等の整備を実施。
道路整備事業
○南友部平町線  2,840万円
○笠間小原線　   4,960万円

都市整備事業
○友部地区浸水対策  6,680万円
○笠間稲荷周辺まちづくり拠点整備  1億1,340万円

学校施設等整備事業
○小学校校舎エアコン設置  3億30万円
○笠間中学校武道場建設  1億3,390万円

その他
○地域交流センター整備  1億8,730万円
○地域医療センター整備  5億2,580万円

　平成29年度は、合計24億3,460万円を活用しました。

これまでの主な使い道 教
え
て
パ
ン
チ
さ
ん

　

笠
間
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
の
う
ち
、
市
の
一
体
性
を
高
め
た
り
、
均
衡
あ

る
発
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
を
実
現
す
る
事
業
の
財
源
と
し
て
、
合
併
特
例
債
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
旧
市
町
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
や
地
域
の
発
展
に
必
要
な
駅
周
辺
の
整

備
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
、
認
定
こ
ど
も
園
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
市
民

の
生
活
に
身
近
な
事
業
に
活
用
し
て
い
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
12
年
間

で
約
1
7
6
億
円
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
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l
・
2　
合
併
特
例
債
の
使
い
道
と
市
の
財
政
編

　

合
併
特
例
債
と
は
、

合
併
し
た
市
町
村
が
、

新
市
建
設
計
画
に
基
づ

い
て
行
う
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
財
源
と

し
て
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
地
方
債（
借

入
金
）
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
将
来
市
が

支
払
う
返
済
金
の
₇0
％

が
普
通
交
付
税
と
し
て

国
か
ら
補
填
さ
れ
る
有

利
な
借
入
金
で
す
。

　

合
併
特
例
債
の
活
用

期
間
は
、
合
併
初
年
度

を
含
む
10
か
年
度
に
限

ら
れ
、
笠
間
市
で
は
、

平
成
2₇
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
に
よ
っ
て
被
災
し

た
特
定
被
災
地
区
と
し

て
期
限
を
延
長
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
期

間
を
平
成
3₇
年
度
ま
で

延
長
し
ま
し
た
。

　
今
回
僕
が
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、

市
の
財
政
に
つ
い
て
だ
よ
！
い
ろ

い
ろ
な
も
の
に
税
金
が
活
用
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
し
っ
か
り
と
読
ん
で
く
れ
た
ま
え
。

　

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
合
併
特
例
債
の
使
い
道

と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
だ
。

笠間サポーターズ第1号の
パンチ佐藤です！
新コーナーとして

2回目の登場となります！

パンチ佐藤が
お伝えします!

笠間中学校武道場地域交流センターいわま地域医療センターかさま
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特 集 笠間市の財政について

暮らしに直結する
さまざまな施設の整備などに使われているんだ！

道路整備事業 （単位：百万円）

事業名 事業年度 事業費 借入（予定）額
友部1級12号線

（平町～大古山） H18～H21 919.7 424.3 

大渕飯田線 H18～H22 587.9 289.9 
上町大沢線 H18～H25 497.9 303.0 

南友部平町線 H18～H35 2,125.3 1,208.5 
来栖本戸線 H19～H32 1,490.1 831.9 

笠間小原線（桂町工区） H21～H30 797.1 342.4 
友部2級5号線 H25～H34 677.8 292.5 

その他の道路整備 ― 4,824.4 2,411.8 
小　　計 11,920.2 6,104.3 

都市整備事業 （単位：百万円）

事業名 事業年度 事業費 借入（予定）額
岩間駅周辺整備 H18～H24 2,366.2 1,641.2 
岩間駅東大通線 H21～H27 706.9 319.0 

友部駅周辺整備（地区道路） H26～H32 317.8 224.6 
笠間稲荷周辺

まちづくり拠点整備 H28～H30 304.8 191.8 

その他の都市整備 ― 1,191.2 711.5 
小　　計 4,886.9 3,088.1 

学校等整備事業 （単位：百万円）

事業名 事業年度 事業費 借入（予定）額
友部中学校 H18～H19 805.5 589.0 
岩間中学校 H20～H22 1,391.7 793.8 

笠間学校給食センター H23～H25 930.4 822.8 
笠間中学校武道場整備 H27～H29 262.3 232.3 
小学校校舎エアコン設置 H28～H29 398.4 313.0 
その他の学校等整備 ― 1,676.5 1,127.8 

小　　計 5,464.8 3,878.7 
その他 （単位：百万円）

事業名 事業年度 事業費 借入（予定）額
まちづくり振興基金積立 H23～H26 1,780.0 1,691.0 
地域交流センター整備 H26～H29 1,337.1 775.7 

認定子ども園整備 H26～H28 1,618.4 1,522.7 
地域医療センター

かさま整備※ H27～H30 1,314.4 874.9 

その他の事業 ― 4,211.4 3,464.8 
小　　計 10,261.3 8,329.1 

※ 医療センターについては全体事業費約19億円のうち合併特例
債対象のみ記載しています

合　　計 32,533.2 21,400.2 

○合併特例債起債可能上限額…約322億円
　平成30年度末までの合併特例債借入（予定）総額

約177億円
　 　笠間市では、約322億円の合併特例債の活用が可能ですが
合併協議会において、これをすべて活用するのではなく、道
路や学校の耐震化などの真に必要なものに活用するとしてお
り、今後もこの方針を基本に、財政状況等と照らし合わせな
がら活用する予定です。

○まちづくり振興基金への積立上限額…約26億7千万円
　 まちづくり振興基金への積立額

約17億8千万円（積立上限額の約67％）

合併特例債活用事業

◀�合併特例債の使い道の詳細については、
こちらからご覧ください。

今後の使い道
平成31年度 平成30年度

　現在まで進めてきた幹線道路の整備や市役所本庁舎大
規模改修、道の駅整備、中学校校舎空調整備等への活用
を予定しています。

　道路整備では、南友部平町線等の整備を予定していま
す。また、その他の事業として、市民センターいわま大
規模改修等を実施します。

道路整備事業
○南友部平町線  7,620万円

都市整備事業
○友部地区浸水対策  2,370万円

学校施設等整備事業
○中学校校舎エアコン設置  1億9,470万円

その他
○市役所本庁舎大規模改修  4億8,450万円
○道の駅整備  3億8,000万円

　真に必要なものを厳選し、有効に活用していきます。

道路整備事業
○南友部平町線  1億4,810万円

都市整備事業
○笠間稲荷周辺まちづくり拠点整備  7,820万円

学校施設等整備事業
○中学校校舎エアコン設置（設計）  1,990万円
○みなみ学園義務教育学校整備（設計）　 2,060万円

その他
○市民センターいわま大規模改修  3億3,230万円
○道の駅整備  4億5,040万円

　平成30年度は、約18億円の合併特例債の活用を予定
しています。

活用していきます。
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平成29年度�決算報告
　平成29年度決算が、9月の笠間市議会で認定されました。市の財政は、皆さん
が納めた税金をはじめ、国や県からの補助金・交付金などを財源としているんだ。
医療や福祉、土木、教育など、市民生活の向上と住みよいまちづくりのために使わ
れているんだよ！
　市政運営は、皆で支え合うことが大切だって分かるよね！

一　般　会　計

一般会計の決算額
歳入 335億5,338万8千円

歳出 326億2,610万5千円

差引 9億2,728万3千円

歳入 335億5,338万8千円

歳出 326億2,610万5千円

その他
8億1,248万7千円（2.4%）
地方消費税交付金
12億4,212万3千円
（3.7%）
県支出金
29億4,024万2千円
（8.8%）

市債
36億4,778万3千円
（10.9%）

国庫支出金
43億4,237万2千円
（12.9%）

地方交付税
68億2,135万3千円
（20.3%）

その他
3億5,859万5千円（1.1%）

分担金および負担金
2億8,102万9千円（0.8%）

繰越金
8億1,156万9千円（2.4%）

諸収入（自主）
8億5,630万4千円（2.6%）

繰入金
20億2,862万円（6.0%）

市税
94億1,091万
1千円
（28.1%）

自主財源
137億4,702万8千円（41.0％）

依存財源
198億636万円（59.0％）

自
主
財
源

依
存
財
源

その他 2億7,670万1千円（0.8%）
諸支出金 4億902万6千円（1.3%）

商工費 5億1,266万円（1.6%）

消防費
13億8,570万円（4.2%）

農林水産業費
16億7,045万8千円（5.1%）

衛生費
28億4,647万4千円
（8.7%）

土木費
30億8,509万4千円
（9.5%）

公債費
31億894万4千円
（9.5%） 教育費

39億3,098万
2千円
（12.0%）

総務費
47億4,745万円
（14.6%）

民生費
106億5,261万6千円
（32.7%）

歳入

歳出

基金の状況 現　　金 有価証券 土　　地 計
151億4,851万7千円 6億円 ― 157億4,851万7千円

市債残高の状況 一般会計 特別会計 企業会計 計
312億6,557万3千円 193億3,073万1千円 38億3,532万4千円 544億3,162万8千円

収入支出の決算が
決まったので
報告するぜ！
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土木費 公債費 教育費 総務費 民生費
市道の整備・補修
や公共下水道の整
備など

市債の元金・
利子の返済

各小中学校や公民
館・図書館の運営
など

税金の賦課、戸籍
や住民登録の経費、
広報紙の発行など

高齢者・障害者福
祉対策や医療福祉
など

40,241円 40,552円 51,275円 61,925円 138,950円
合計
425,567円

議会費 諸支出金 商工費 消防費 農林水産業費 衛生費
議会の運営など 病院・水道事業へ

の支払金など
商工業支援や観光
施設管理など

消防団や防災施設
の整備など

農林業振興支援や
農地の基盤整備
など

予防接種や各種健
診、ごみ処理事業
など

3,423円 5,335円 6,687円 18,075円 21,789円 37,129円

�平成30年3月31日
現在人口

（住民基本台帳）
76,665人で算出

特 集 笠間市の財政について

特　別　会　計

一人あたりに換算すると、
約42万円の税金を投入してるんだよ！

区分 歳　入 歳　出 差　引

特　
別　
会　
計

国民健康保険特別会計 100億7,886万5千円 95億1,314万1千円 5億6,572万4千円
後期高齢者医療特別会計 7億6,342万5千円 7億6,092万8千円 249万7千円
介護保険特別会計 63億4,424万8千円 62億8,960万3千円 5,464万5千円

介護サービス事業特別会計 2,395万8千円 2,018万1千円 377万7千円
公共下水道事業特別会計 26億1,603万5千円 25億4,125万8千円 7,477万7千円
農業集落排水事業特別会計 8億1,985万6千円 8億889万6千円 1,096万円

岩間駅東土地区画整理事業特別会計 5,778万9千円 5,778万9千円 0万円

企　
業　
会　
計

病院事業 収益的 6億8,833万円 7億194万円 △1,360万9千円
資本的 13億1,147万7千円 13億9,768万7千円 △8,621万1千円

上水道事業
収益的 18億9,403万4千円 17億248万7千円 1億9,154万7千円
資本的 7,689万9千円 5億7,601万3千円 △4億9,911万4千円

工業用水道事業
収益的 2,935万2千円 2,541万4千円 393万8千円
資本的 0円 0円 0円

市民
一人当たりに
使われたお金
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特 集笠間市の財政について

笠
間
市
の
財
政
健
全
化
法
に

基
づ
く
財
政
指
標
の
概
要

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律（
財
政
健
全
化
法
）」に
基
づ
き
、
平
成
29
年

度
笠
間
市
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
比
率
で
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
の
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
節
度
あ

る
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
実
質
赤
字
比
率

　

�　

普
通
会
計�

（
一
般
会
計
）の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
財
政
経
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
も
の
で

す
。
笠
間
市
の
決
算
額
は
黒
字
で
あ
る
た
め﹁
－
％
﹂

と
表
示
し
て
い
ま
す
。

◆
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

�　

全
会
計�

（
一
般
会
計
＋
特
別
会
計
等
）の
赤
字
や

黒
字
を
合
算
し
、
笠
間
市
全
体
と
し
て
の
財
政
経
営

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
も
の
で
す
。
笠
間
市
の
連

結
決
算
額
は
黒
字
で
あ
る
た
め﹁
－
％
﹂
と
表
示
し

て
い
ま
す
。

◆
実
質
公
債
費
比
率

　

�　

借
入
金（
地
方
債
）
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に
準

ず
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
借
入
金
の
返
済
に

よ
る
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
も
の
で
す
。（
全
会

計
＋
笠
間
地
方
広
域
事
務
組
合
な
ど
の
一
部
事
務
組

合
等
が
対
象
）

◆
将
来
負
担
比
率

　
�　

一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可

能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化

し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示

す
も
の
で
す
。（
全
会
計
＋
一
部
事
務
組
合
＋
第
三

セ
ク
タ
ー
等
が
対
象
）

◆
資
金
不
足
比
率

　

�　
病
院
事
業
な
ど
各
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
の

程
度
を
指
標
化
し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を

示
す
も
の
で
す
。
公
営
企
業
に
資
金
不
足
額
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で﹁
－
％
﹂と
表
示
し
て
い
ま
す
。

��

用
語
の
解
説

【問い合わせ】　財政課（内線213）

前年度
の比率

対前年度
の比較早期健全化基準の範囲 財政再生基準の範囲

○笠間市の財政健全化判断比率
－ ％ － ％ －実質赤字比率

（0％） （12.57％） （20％）

○笠間市の公営企業の資金不足比率
－ ％ － ％ －資金不足比率

（0％） （20％）

－ ％ － ％ －連結実質赤字比率
（0％） （17.57％） （30％）

8.5％ 8.8％ ▲0.3実質公債費比率
（0％） （25％） （35％）

19.9％ 1.0将来負担比率
（0％） （350％）

20.9％

※早期健全化基準 ： 早期健全化団体に移行する基準。早期健全化団体になる
と、財政健全化計画を定めて財政の健全化に向けた取り
組みを行うことになります。

※財政再生基準 ： 財政再生団体になる基準。財政再生団体になると、財政
再生計画を定めて財政再建に取り組むことになります。
また、総務大臣の許可がなければ地方債の借り入れがで
きなくなります。 我

が
笠
間
市
は
赤
字
比
率
も
な
く
︑

将
来
負
担
比
率
も
20
・
9
％
で
あ
り
︑

健
全
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
よ
ね
！

我
が
笠
間
市
は
赤
字
比
率
も
な
く
︑

％
で
あ
り
︑

健
全
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る

平成30年　広報かさま10月号（No.151） 6



例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
付
し
た
と
す
る
と
…

○
付
加
保
険
料
の
納
付
総
額
は
4
8,
0
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

　
　
4
0
0
円
×
1
2
0
月（
10
年
）＝
4
8,
0
0
0
円

○
付
加
年
金
の
受
給
額
は
2
4,
0
0
0
円（
年
額
）に
な
り
ま
す
。

　
　
2
0
0
円
×
1
2
0
月（
10
年
）＝
2
4,
0
0
0
円	

　
　
　
　
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
毎
年
2
4,
0
0
0
円
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
※
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
物
価
ス
ラ
イ
ド（
増
額・減
額
）は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
付
加
保
険
料
を
納
め
た
分
は
、
2
年
間
で
モ
ト
が
取
れ
る
計
算
で
す
！

付
加
年
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

年
金
手
帳
・
認
印
を
ご
持
参
の
上
、
各
課
担
当
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
対
象
者
》�国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
と
任
意
加
入
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
方

を
除
く
）で
す
。

　
　
　
　

  

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に

国
民
年
金「
付
加
年
金
」制
度
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

《
国
民
年
金
付
加
年
金
と
は
》

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
ほ
か
に
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
は
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
と
な
り
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
全

額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
付
加
保
険
料
は
、
月
額
4
0
0
円
で
す
。

　

定
額
保
険
料
1
6,
3
4
0
円
（
平
成
30
年
度
）
＋
付
加
保
険
料
4
0
0
円

○�

付
加
年
金
の
受
給
額（
年
額
）は
、2
0
0
円
×「
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
」で
す
。

老齢基礎年金
の受給総額

＋

→

老齢基礎年金

付加年金

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年

金
が
毎
年
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】	

保
険
年
金
課（
内
線
1
4
1
）　

	

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課（
内
線
7
2
1
2
3
）

	

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課（
内
線
7
3
1
8
2
）

み
ん
な
で
楽
し
も
う
！

い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
フ
ェ
ス
タ

　

笠
間
市
で
は
、
男
女
の
よ
り
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
た
め
の
行
動
の
日
と
し
て
毎
年
11
月
11
日
を

『
い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

職
場
や
地
域
、
家
庭
な
ど
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
を

よ
り
多
く
の
方
へ
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
！

こ
の
ほ
か
に
も
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
!!

【
日
時
】11
月
11
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
12
時

【
会
場
】地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ「
ト
モ
ア
」

講
座
Ⅰ

「�

1
1
4
／
1
4
4
と
は

な
ん
だ
〜
日
本
の
男
女

共
同
参
画
を
考
え
る
〜
」

場
所
：
会
議
室

講
師
：
共
生
つ
ば
さ
の
会

3
B
体
操
体
験
教
室1

回
40
分（
計
2
回
）

場
所
：
健
康
ル
ー
ム

講
師
：�

友と
も
べ部
順じ
ゅ
ん
こ子
さ
ん

（
日
本
３
Ｂ
体
操
協

会
公
認
指
導
者
）

※�

で
き
る
だ
け
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】秘
書
課（
内
線
2
2
6
）

紙
芝
居

「�

昔
押
し
売
り
・
今
押
し

買
い
」

場
所
：
マ
ル
チ
ホ
ー
ル

講
師
：
消
費
者
友
の
会

小
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
展
示

笠
間
市
内
の
小
中
学
生
を

対
象
に
実
施
し
た
、「
男

女
共
同
参
画
」
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
展

示
し
ま
す
。

写
真
の
展
示

「
い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の

テ
ー
マ
で
写
真
を
募
集
！

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
写
真
を
展
示
・
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
流
し
ま

す
。

パ
パ
と
子
の
料
理
教
室

場　
所
：
調
理
室

対　
象
：�

市
内
在
住
の
小
学
生
と
パ
パ

定　
員
：
12
組

参
加
費
：
3
0
0
円

講
師
：
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
の
会

◯�

メ
ニ
ュ
ー
…
た
っ
ぷ
り
野
菜
の
ヘ
ル

シ
ー
チ
ヂ
ミ
・
さ
っ
ぱ
り
ス
ー
プ
・

う
さ
ぎ
リ
ン
ゴ

※
事
前
申
し
込
み
要
。
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※
1 

コ
ン
コ
ー
ス
と
は

人
の
集
合
、
流
動
を
目
的

と
し
て
駅
、
空
港
、
公
園
、

博
覧
会
場
等
に
設
け
ら
れ

る
広
い
中
央
ホ
ー
ル
・
中

央
広
場
の
こ
と
。

※
2 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
と
は

年
齢
・
性
別
・
国
籍
や
障

が
い
の
有
無
な
ど
に
か
か

わ
ら
ず
、
最
初
か
ら
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
が
利
用

可
能
で
あ
る
デ
ザ
イ
ン
の

こ
と
。

栗のPR・販売施設（栗ミュージアム）
特産である栗の販売や情報発信を行う
栗のミュージアム空間を設定。

飲食施設
「笠間らしさ」を表現する地場産品を提
供し、笠間を感じることができる施設。

農産物直売所
庇
ひさし
空間や多目的広場を設け、新鮮な農

産物を店舗外へも広げられる機能付
き。

ト
イ
レ

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
※
２
に
努
め
、
パ

ウ
ダ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
ベ

ビ
ー
シ
ー
ト
、
授
乳
室

を
設
置
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス　

ス
ト
ア

　
24
時
間
営
業
で
夜
間

利
用
者
と
住
民
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
。

道
の
駅
の
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た主

な
施
設
の
機
能
・
内
容

道の駅完成への道のり
基
本
構
想

↓基
本
計
画
←
現
在

↓基
本
設
計

↓実
施
設
計

↓工
事

↓完
成

道の駅に導入予定の施設
駐
車
場

ト
イ
レ

情
報
発
信
施
設

農
産
物
直
売
所

栗
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
施
設

飲
食
施
設

多
目
的
広
場

（
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
）

屋
内
交
流
施
設

芝
生
広
場

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

多目的広場（イベントスペース）
道の駅の中心的機能を有するコンコース※１のよ
うな回廊空間として東西の機能を一体化させ、
笠間のゲートウェイを表現する空間とします。

　
道
の
駅
の「
コ
ン
セ
プ
ト
」に
つ
い
て
は
、
広
報
か
さ
ま
7
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
8
月
に
策
定
し
た「
基
本
計
画
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
基
本
計
画
で
は
、導
入
施
設
を
何
に
す
る
か
、ど
の
よ
う
な
機
能・

内
容
に
す
る
か
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。
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Ｑ�

管
理
運
営
に
関
し
て
、
第
3
セ
ク

タ
ー
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
笠
間

市
も
入
る
と
い
う
こ
と
？

A

�

笠
間
市
が
入
り
、
資
本
金
の
2
分
の
1
以

上
を
出
資
す
る
組
織
（
第
3
セ
ク
タ
ー
）
を

設
立
し
て
、
そ
の
会
社
が
指
定
管
理
者
と

な
る
予
定
で
す
。

Q
J
A
常
陸
農
協
は
ど
の
よ
う
に
か

か
わ
っ
て
く
る
の
か
？

A

�

管
理
運
営
会
社
へ
の
出
資
を
お
願
い
す
る

ほ
か
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
直
売
所
の
出
店

を
お
願
い
す
る
方
針
で
す
。

Q
オ
ー
プ
ン
は
い
つ
ご
ろ
か
？
　
　

　
　

A
最
短
目
標
と
し
て
2
0
2
0
年
8
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

Q
全
体
の
事
業
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
？

　
　
　

A

�

委
託
料
・
補
償
費
・
工
事
費
等
の
概
算
で
、

20
億
円
を
超
え
る
見
込
み
で
す
が
、
国
の
交

付
金
を
可
能
な
限
り
活
用
す
る
予
定
で
す
。

Q
A
T
M
は
で
き
る
の
か
？ 

　
　
　

　
　
　

A

�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
テ
ナ
ン
ト
と

し
て
24
時
間
営
業
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
、

A
T
M
も
設
置
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

Q
テ
ナ
ン
ト
に
は
個
人
で
も
出
店
で

き
る
の
か
？

A

�

今
後
「
管
理
運
営
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
の

で
、
テ
ナ
ン
ト
料
金
や
個
人
出
店
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。

Q
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
こ
と
は

あ
る
の
か
？

A
�

避
難
所
と
し
て
の
整
備
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
災
害
時
、
道
の
駅
に
い
た
方
が
数
時

間
滞
在
で
き
る
程
度
の
防
災
倉
庫
の
設
置

は
予
定
し
て
い
ま
す
。

笠間市「道の駅」整備事業説明会の様子

【
問
い
合
わ
せ
】道
の
駅
整
備
推
進
課（
内
線
2
3
9
）

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら

　
現
在
、
茨
城
県
の
事
業
認
定
を
取
得
す
る
た
め
、
基
本
設
計
業
務
な
ど
に
よ

る
詳
細
な
調
査
・
検
討
を
実
施
中
で
す
。

　
本
格
的
な
工
事
は
来
年
度
後
半
に
な
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
様
々
な
開
業
準
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、

随
時
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
募
集
期
間

　
10
月
31
日（
水
）ま
で

〇
業
務
内
容

　
（
1
）道
の
駅
の
施
設
整
備
・
開
設
準
備
に
関
す
る
業
務

　
（
2
）道
の
駅
の
管
理
運
営
組
織
設
立
業
務

　
（
3
）道
の
駅
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策
の
企
画
お
よ
び
経
営
実
務
業
務

　
（
4
）道
の
駅
の
管
理
運
営
全
般
に
関
す
る
準
備
業
務

〇
任
用
期
間

　
平
成
30
年
12
月
当
初
か
ら
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で（
更
新
予
定
あ
り
）

〇
申
し
込
み
方
法

　
履
歴
書
、
小
論
文
を
、
担
当
課
窓
口
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　8月29日に笠間市役所大会
議室にて、基本計画の一般公
開を兼ねた事業説明会を開催
し、45名の方に参加いただき
ました。
　今回はその中で、皆様から
いただいたご意見やご質問の
一部をご紹介します。

　民間企業等で培った知識や
経験を活かし、「道の駅」を中
心に笠間市の地域振興を推進
していただける温かい人柄の
駅長候補者を募集しています。

事業説明会
Ｑ＆Ａ

駅長候補者
募集中
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申
し
込
み
期
間

市
外
保
育
所
へ
の

新
規
入
所

11
月
1
日（
木
）～
8
日（
木
）

市
内
保
育
所
へ
の

新
規
入
所

11
月
1
日（
木
）～
12
月
14
日（
金
）

市
内
お
よ
び

市
外
保
育
所
へ
の

継
続
入
所

11
月
1
日（
木
）～
12
月
14
日（
金
）

受
け
付
け
場
所

子
ど
も
福
祉
課
・
笠
間
支
所
福
祉
課
・
岩
間
支
所
福
祉
課

受
け
付
け
時
間

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

窓
口
延
長

・
本　
　
所
…
12
月
5
日（
水
）・
12
月
12
日（
水
）午
後
7
時
30
分
ま
で

・
岩
間
支
所
…
12
月
11
日（
火
）午
後
7
時
30
分
ま
で

・
笠
間
支
所
…
12
月
13
日（
木
）午
後
7
時
30
分
ま
で

申
し
込
み
方
法

子
ど
も
福
祉
課
、各
支
所
福
祉
課
、各
認
定
こ
ど
も
園
、各
保
育
所（
園
）

に
あ
る
入
所
申
し
込
み
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
子
ど
も
福

祉
課
ま
た
は
各
支
所
福
祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

新
規
申
し
込
み
の
場
合
は
、
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載

が
必
要
で
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知
カ
ー
ド
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

入
所
基
準

保
護
者
が
放
課
後
ま
た
は
学
校
休
業
日
に
保
育
で
き
な
い
児
童

（�

共
働
き
、
疾
病
･
障
害
等
、
家
族
の
看
護
･
介
護
、
出
産
、
そ
の
他
特

別
の
理
由
）

対
象
児
童

小
学
校
1
年
～
6
年
生

（�

施
設
定
員
を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
低
学
年
等
を
優
先
し

ま
す
。）

書
類
設
置
場
所

・
笠
間
市
役
所
子
ど
も
福
祉
課

・
笠
間
支
所
福
祉
課

・
岩
間
支
所
福
祉
課

・
各
小
学
校
併
設
児
童
ク
ラ
ブ

・�

笠
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
⇒
保
険・福
祉・医
療
⇒
福
祉
⇒

児
童
福
祉
⇒
児
童
福
祉
⇒
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

受
け
付
け
期
間

11
月
1
日（
木
）〜
12
月
14
日（
金
）

※�

受
け
付
け
期
間
内
の
申
し
込
み
で
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
受
け
付
け

期
間
終
了
後
に
申
し
込
み
を
し
た
方
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
場
所

子
ど
も
福
祉
課
・
笠
間
支
所
福
祉
課
・
岩
間
支
所
福
祉
課

受
け
付
け
時
間

平
日　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

窓
口
延
長

・
本　
　
所
…
12
月
5
日（
水
）・
12
月
12
日（
水
）午
後
7
時
30
分
ま
で

・
岩
間
支
所
…
12
月
11
日（
火
）午
後
7
時
30
分
ま
で

・
笠
間
支
所
…
12
月
13
日（
木
）午
後
7
時
30
分
ま
で

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

保
育
認
定
児
童（
2
号
・
3
号
）

で
入
所（
園
）希
望
の
方
へ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

平
成
31
年
度

平
成
31
年
度

　

平
成
31
年
度
の
幼
稚
園
、
保
育
所
（
園
）、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
所
希
望
す
る
児
童
の
申
し
込

み
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後
等
に
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、
児
童
の
健
全
な

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
入
所
受
け
付
け
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】	
子
ど
も
福
祉
課（
内
線
1
6
3
）・
笠
間
支
所
福
祉
課（
内
線
7
2
1
3
4
）

	

岩
間
支
所
福
祉
課（
内
線
7
3
1
7
1
）

【
問
い
合
わ
せ
】	

子
ど
も
福
祉
課（
内
線
1
6
4
）・
笠
間
支
所
福
祉
課（
内
線
7
2
1
3
4
）

	

岩
間
支
所
福
祉
課（
内
線
7
3
1
7
1
）
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幼
児
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
親
子

交
流
・
三
世
代
交
流
を
目
的
と
し
た
楽
し

い
体
験
型
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
家
族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　
時
】	11
月
11
日（
日
）

	

午
前
9
時
30
分
～
正
午

【
会　
場
】友
部
公
民
館

【
内　
容
】

　

平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）
は
、
明
治
元
年
（
1
8
6
8
年
）
か
ら
満
1
5
0

年
の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
と
し
て
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

①
記
念
展

　
「
写
真
に
見
る
笠
間
の
近
代
化

　
　
　
　
　
　
　

 

―
地
場
産
業
と
街
の
発
展
―
」

	

【
期　
　
間
】	

11
月
3
日（
土・祝
）〜
25
日（
日
）

	
	

※�

11
月
3
日（
土・祝
）・
23
日（
金・祝
）は
、
講
演
会
開
催
の
た

め
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で
3
階
に
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

	

【
場　
　
所
】	

か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋 
2
階
・
3
階

	

【
開
館
時
間
】	

午
前
9
時
〜
午
後
10
時
ま
で

	

【
休
館
日
】	

月
曜
日

	

【
入
場
料
】	

無
料

	

同
時
開
催 

パ
ネ
ル
展
示「
相
馬
主
殿
」

②
第
4
回 

笠
間
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
維
新
の
時
代
を
生
き
た
人
々
と
笠
間
」

	

【
日　
　
時
】	

11
月
11
日（
日
）　
午
後
1
時
～
4
時
30
分

	

【
場　
　
所
】	

笠
間
公
民
館
大
ホ
ー
ル

	

【
内　
　
容
】

	
	

講
演
①
…「
草
奔
の
志
士
」た
ち
の
明
治
維
新

	
	

　
　
　
　
　
宮み
や
ま間 

純じ
ゅ
ん
い
ち一氏（
中
央
大
学
文
学
部
准
教
授
）

	
	

講
演
②
…「�

忘
れ
ら
れ
た
戊
辰
戦
争
―
笠
間
藩
神
谷
陣
屋
の
奮
闘
記
―
」

	
	

　
　
　
　
　
添そ
え
だ田 　
仁ひ
と
し氏（
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
准
教
授
）

	
	

報　
告
…「
平
成
29
年
度
笠
間
城
跡
保
存
調
査
事
業
に
つ
い
て
」

	

※
入
場
無
料
・
事
前
申
し
込
み
不
要

明
治
1
5
0
年
記
念
事
業

第
11
回 

Y
o
u・遊
文
化
ス
ク
ー
ル

を
開
催

【
問
い
合
わ
せ
】生
涯
学
習
課（
内
線
3
8
2
･
3
8
3
）

【
問
い
合
わ
せ
】

	

笠
間
市
文
化
協
会　
T
E
L 
0
2
9
6
―
78
―
0
9
4
8（
枝
川
）

	

笠
間
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課（
内
線
3
8
1
）

ミニ盆栽を作ろう

ス
ク
ー
ル
名

内
容
・
目
的

団　
体　
名

ス
テ
ッ
プ
を
楽
し
も
う
！

筋
力
ア
ッ
プ
・
認
知
症
予
防
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

　

リ
ー
ダ
ー
会　

友
部
支
部

表
千
家
茶
の
湯
体
験

（
立
札
）

伝
統
文
化
茶
の
湯
に
理
解
と

関
心
を

茶
道
研
究
会

し
じ
み
の
殻
で

ス
ズ
メ
の
親
子
作
り

和
布
を
使
っ
て
体
験
し
よ
う
コ
ッ
ト
ン
ク
ラ
ブ

花
い
ち
も
ん
め

ミ
ニ
盆
栽
を
つ
く
ろ
う

盆
栽
を
手
軽
に
楽
し
も
う
！
プ
チ
盆
栽
講
座

ジ
ュ
ニ
ア
短
歌
大
会

美
し
い
日
本
語
文
化
の
継
承
友
部
短
歌
会

子
ど
も
俳
句
大
会

入
選
作
品
の
講
評
と
表
彰
・

季
語
探
し

友
部
俳
句
会

茶
の
湯
体
験

茶
の
湯
の
お
も
て
な
し
体
験
わ
び
茶

「
ま
ゆ
玉
」を
使
っ
て
動
く

お
も
ち
ゃ

か
わ
い
い
動
物
を
つ
く
ろ
う
映
像
で
わ
が
町
を

つ
く
る
会

和
洋
楽
器
体
験
ツ
ア
ー

マ
リ
ン
バ
体
験

笠
間
市
合
唱
連
盟

参加費は無料です
（事前申し込み不要）
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大
橋
地
区
の
社
会
福
祉
法
人
朝
日
会

「
愛
の
里
」（
障
が
い
者
施
設
）
が
、
池

野
辺
地
区
の
「
サ
ロ
ン
い
け
の
べ
」
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

愛
の
里
で
は
、
課
題
で
あ
っ
た
サ
ロ

ン
い
け
の
べ
ま
で
の
交
通
手
段
を
解
消

す
べ
く
、「
参
加
し
た
い
」人
の
た
め
に
、

今
年
4
月
か
ら
運
転
手
と
施
設
の
車
を

提
供
し
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
5
人
の
方
が
毎
月
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
サ
ロ
ン
は
仲
間
と
笑

顔
が
増
え
、
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
り

ま
し
た
。

　

愛
の
里
で
は
「
普
段
、
私
た
ち
の
施

設
は
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
て
運
営
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

地
域
に
貢
献
が
で
き
る
こ
と
は
、
う
れ

し
い
こ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 社

会
福
祉
法
人

愛
の
里
が
地
域
貢
献

送迎により、サロンに向かう利用者

　

終
戦
か
ら
73
回
目
の
夏
を
迎
え
ま
し

た
。

　

8
月
18
日
（
土
）、
笠
間
市
で
は
先
の

大
戦
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
た
市
関
係
者

1,
7
0
0
余
名
の
御
霊
に
対
し
て
追

悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族

に
対
し
深
い
敬
意
を
表
し
、
笠
間
公
民

館
に
て
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
参
列

者
約
3
0
0
名
が
献
花
を
行
い
、
戦
没

者
の
安
ら
か
な
永
眠
を
願
い
な
が
ら
平

和
で
希
望
に
満
ち
た
社
会
が
い
つ
ま
で

も
続
く
よ
う
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

式辞を述べる、山口市長

　

8
月
29
日
（
水
）、
関
東
大
会
及
び
全

国
大
会
出
場
の
結
果
報
告
会
が
開
催
さ

れ
、6
種
目
25
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
全
国
大
会
出
場
を
果

た
し
た
空
手
道
や
相
撲
を
は
じ
め
、
陸

上
、
卓
球
、
弓
道
、
水
泳
競
技
の
結
果

が
各
学
校
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
「
各
大
会
へ
出
場
し
た

経
験
を
い
か
し
て
、
今
後
も
努
力
を
続

け
笠
間
市
の
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
勝
つ
こ
と
ば
か
り
を

求
め
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

常
に
挑
戦
す
る
心
構
え
が
大
切
で
す
。」

と
挨
拶
が
あ
り
、
種
目
別
の
盾
を
記
念

品
と
し
て
各
選
手
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

中
学
生
ス
ポ
ー
ツ
競
技

報
告
会

山口市長、今泉教育長とともに
報告会に参加した皆さん

　

8
月
17
日（
金
）、N
P
O
法
人
茨
城
・

エ
コ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
、
廃
食
油
を

再
利
用
し
て
つ
く
る
ボ
イ
ラ
ー
用
燃
料

の
販
売
に
伴
う
売
上
の
一
部
を
、
協
力

金
と
し
て
市
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
学
校
や
商
業
施
設
、
家
庭

な
ど
か
ら
回
収
し
た
廃
食
油
を
バ
イ
オ

燃
料
に
し
て
、
ボ
イ
ラ
ー
用
に
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
廃
食
油
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
、
環
境
整
備

の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

廃
食
油
を

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
へ

茨城エコ・カルチャーの小林さん（左）
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敬
老
の
日
を
前
に
、9
月
5
日（
水
）、

6
日
（
木
）
に
山
口
市
長
が
市
内
の

1
0
0
歳
達
成
者
お
よ
び
最
高
齢
者

（
1
0
6
歳
）
を
訪
問
し
、
長
寿
を
祝
う

褒
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
29
名
の
方
が
1
0
0
歳
を

迎
え
ら
れ
、
8
月
1
日
現
在
で
、
1
0
0

歳
以
上
の
方
は
市
内
に
73
名
と
な
り
ま

す
。

　

市
長
か
ら
長
寿
の
秘
訣
は
と
質
問
さ

れ
る
と
、
皆
さ
ん
に
共
通
し
た
意
見
は

「
好
き
嫌
い
せ
ず
三
食
し
っ
か
り
食
べ

る
こ
と
。」で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
や

か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

祝
！
ご
長
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

笑顔をみせる、櫻
さくらい
井よてさん（鯉淵）

　

9
月
1
日
（
土
）、
笠
間
自
転
車
d
e

街
づ
く
り
協
会
主
催
で
初
め
て
の
単
独

イ
ベ
ン
ト
「
フ
ォ
ト
サ
イ
ク
リ
ン
グ

i
n
笠
間
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か

ら
50
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
お
な
じ
み
の
ス
ポ
ッ

ト
や
隠
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
巡
り
笠

間
を
堪
能
し
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
市
内
に
75
か
所
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
思
い
思
い
の
自
転
車
で
地
図

を
頼
り
に
市
内
を
周
遊
し
、
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
写
真
撮
影
を
楽
し
み
な
が

ら
、笠
間
の
魅
力
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

自
転
車
で
見
つ
け
る

笠
間
の
魅
力

参加者の皆さん

　

栗
の
産
地
笠
間
市
を
舞
台
に
し
た
映

画
「
棘
の
中
に
あ
る
奇
跡
」
が
、
米
国

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
行
わ
れ
た
国
際
映
画
祭

で
賞
を
受
賞
し
、
9
月
13
日
（
木
）
主

演
を
務
め
た
女
優
の
西に

し
お尾
舞ま

生う

さ
ん
が

市
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ド
リ
ー
ム
ズ
国
際
映
画

祭
お
よ
び
ア
ク
シ
ョ
ン
オ
ン
フ
ィ
ル
ム

国
際
映
画
祭
合
わ
せ
て
4
部
門
で
受

賞
、
市
長
か
ら
は
「
海
外
で
の
受
賞
は

世
界
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
繋
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
場
で
活
躍
し
て
く

だ
さ
い
！
」
と
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
や
、

都
内
の
映
画
館
で
上
映
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

国
際
映
画
祭
で
各
賞
受
賞左から、プロデューサーの西

にしお
尾友

ゆうこ
子さん、

山口市長、西尾舞生さん、

　

9
月
4
日
（
火
）、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

茨
城
県
第
30
団
（
笠
間
市
）
が
フ
ィ
リ

ピ
ン 

バ
ゴ
市
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ

れ
、
団
委
員
長
の
大お

お
え
だ枝
久く

忍に
こ子
さ
ん
と

団
員
の
加か

と
う藤
緋ひ
な梛
さ
ん
、
加か
と
う藤
琉る
な梛
さ

ん
が
市
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
発
団
32
周
年
を
迎
え
た
第
30

団
は
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
教
材
や
楽

器
を
発
展
途
上
国
へ
送
る
活
動
を
し
て

い
て
、
3
年
間
で
送
っ
た
教
材
と
楽
器

は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
7
台
分
で
、
感
謝
状

は
こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
大
枝
さ
ん
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は

1,
0
0
0
人
以
上
の
学
生
が
楽
器
を

使
っ
て
日
本
の
曲
を
演
奏
し
て
く
れ
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
こ

こ
ま
で
活
動
が
出
来
ま
し
た
。」
と
、
笑

顔
で
語
り
ま
し
た
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
感
謝
状

左から、山口市長、緋梛さん、琉梛さん、
大枝さん、後列は加藤さん（母）
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10
月
1
日
か
ら
、
笠
間
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
新
た
に
1
名
の
隊
員
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
活
動
中
の
5
名
の
隊
員
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

�　

北
海
道
の
出
身
で
、
今
年
の
9
月
に
41
年
間
勤
め
た
自
動
車
会
社
を
定
年
退
職

し
ま
し
た
。
2
年
ほ
ど
前
か
ら
定
年
後
は
農
業
を
し
な
が
ら
生
活
し
た
い
と
考
え
、

終
の
棲
家
を
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
今
回
の
募
集
を
見
つ

け
お
も
い
き
っ
て
応
募
し
ま

し
た
。

　

�　

10
月
か
ら
心
機
一
転
、
笠

間
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、「
日
本
一
の
栗
の
産

地
を
目
指
し
て
」
活
動
し
て

い
き
た
い
で
す
。

【
意
気
込
み
】

　

�　

10
月
に
移
住
し
て
き
た
ば
か
り
で
、

ま
だ
笠
間
市
に
つ
い
て
右
も
左
も
良

く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
他
所
か

ら
来
た
者
だ
か
ら
気
づ
く
良
い
と
こ

ろ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
、
地
域
に

溶
け
込
ん
だ
活
動
を
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

�　

そ
し
て
、
任
期
終
了
後
は
「
笠
間
市

で
の
就
農
」
を
目
標
に
活
動
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

日
本
一
の
栗
の
産
地
を
目
指
し
て

活動報告 No.
62

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年
度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲
ある人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力
の維持・強化を目的とした支援活動を行うも
のです。
ブログやフェイスブックもご覧ください

ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶http://www.facebook.com/

Kasamartowa
【問い合わせ】まちづくり推進課（内線538）

地域おこし協力隊とは

　

和
服
を
着
て
菊
ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
う
笠
間
稲
荷
門
前
通

り
の
ま
ち
歩
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
笠
間
稲
荷
神
社
で
の
菊
ま
つ
り
に
加
え
、
か
さ

ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋
で
は
笠
間
の
匠
と
の
交
流
体
験
の

場
で
あ
る
笠
間
匠
の
ま
つ
り
、
夕
方
か
ら
は
門
前
通
り
を

灯
り
で
彩
る
門
前
菊
あ
か
り
も
開
催
予
定
で
す
。

　

秋
の
門
前
通
り
を
和
服
で
遊
び
つ
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
日　
時
】11
月
10
日（
土
） 

午
後
1
時
か
ら

【
集
合
場
所
】

　
か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋（
笠
間
市
笠
間
9
8
7
）

【
内　
容
】

　
・�

レ
ン
タ
ル
の
和
服
を
着
て
、
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
の

ま
ち
歩
き
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
・�

終
了
時
間
は
各
自
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
最
大
午
後
8
時
ま
で
）

　
※�

希
望
者
に
は
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
記
念
撮
影
の
サ
ー

ビ
ス
あ
り

【
対　
象
】中
学
生
以
上

【
定　
員
】

　

�

20
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　
※
抽
選
結
果
は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
参
加
費
】1,
0
0
0 

円（
和
服
レ
ン
タ
ル
代
）

【
申
し
込
み
期
限
】10
月
31
日（
水
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

�

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
、

「
①
参
加
者
氏
名 

②
住
所 

③
電
話
番
号 

④
身
長 

⑤
靴

の
サ
イ
ズ
」を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
氏
　
　
名
】稲い
な
が
き垣

　
博ひ
ろ
実み
（
60
歳
）

【
活
動
分
野
】農
業
振
興

【
前
住
所
】神
奈
川
県
川
崎
市

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
　
か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋（
T
E
L 

0
2
9
6
―
71
―
8
1
1
8
）

「
井
筒
屋
和
服
D
a
y

　
～
和
服
で
秋
の
ま
ち
歩
き
を
楽
し
も
う
～
」

参
加
者
募
集

栗拾い、はじめました。
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情報カレンダー 11月

1 木

第111回笠間の菊まつり（25日まで）
笠間稲荷神社ほか（商工観光課�内線517）

陶�と暮らし2018（4日まで）
9：00～16：00（4日は15：30まで）
笠間工芸の丘（笠間工芸の丘�℡0296-70-1313）

2 金

いばらきストーンフェスティバル2018
（4日まで）9：00～16：00
笠間芸術の森公園イベント広場
（茨城県石材業協同組合連合会�℡0296-75-5458）

3 土
明治150年記念展「写真に見る笠間の近代化」
（25日まで）9：00～22：00
かさま歴史交流館�井筒屋（生涯学習課�内線383）

4 日

5 月 いこいの家はなさか�休館日
（いこいの家�はなさか�℡0296-77-5110）

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

かさま門前菊あかり　18：00～21：00
笠間稲荷神社境内および笠間稲荷門前通り界隈
笠間稲荷門前通り商店街（沼田　℡0296-72-
0139）

11 日

第4回�笠間歴史フォーラム　13：00～16：30
笠間公民館�大ホール（生涯学習課　内線383）

普通救命講習会　9：00～12：00
消防本部　3階
（笠間市消防本部�℡0296-73-0119）　
天狗の郷バザールdeいわま　9：00～15：00
地域交流センターいわま「あたご」
（根本　℡090-3009-7883）

12 月 いこいの家はなさか�休館日

13 火

14 水

15 木

16 金
地域児童相談　9：30～16：00
市役所本所会議室
（子ども福祉課�内線164）※完全予約制　

17 土

18 日

19 月 いこいの家はなさか�休館日

20 火

21 水

行政書士無料相談会　13：00～16：00
笠間市役所本所1階ロビー（秘書課�内線225）

特設無料人権相談　10：00～15：00
地域福祉センターともべ（旧友部社会福祉会館）
（水戸地方法務局�℡029-227-9919）　

22 木

23 金

24 土 カサマルシェ　9：00～12：00
友部公民館前（農政課　内線527）

25 日

友部駅前フリーマーケット　9：00～13：00
地域交流センターともべ「トモア」まちの広場
（佐藤�℡090-3245-0880）
休日納税相談窓口【市役所本所】�8：30～12：00
（収税課�内線118）

26 月 いこいの家はなさか�休館日

27 火

28 水 行政相談　14：00～16：00
友部公民館（秘書課�内線225）　

29 木

30 金

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内10：00～16：00）。祝日は休み。
※�岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します（市民センターいわま内10：00～16：00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9：00～16：00）。
※保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健センター年間予定表をご覧ください。

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00 市民課（交付業務のみ）収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課
※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

3日 土 太田皮フ科 0296-72-7777

23日 金 笠間耳鼻咽喉科 0296-73-0111

※�平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、�
　診療を受けてください。

窓口延長サービス 11月の休日救急診療当番 9：00～17：00
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行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
際
は
、

法
律
、
条
例
（
県
・
市
）、
規
則

等
に
基
づ
い
て
実
施
し
ま
す
。
し

か
し
現
場
で
、
こ
れ
ら
の
法
律
や

慣
例
が
壁
と
な
り
、
迅
速
に
進
ま

な
い
こ
と
や
実
施
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
市
道
に
停
止
線
や
横

断
歩
道
を
引
く
に
は
、
県
の
公
安

委
員
会
の
意
思
決
定
が
必
要
で

す
が
、
そ
の
現
場
の
交
通
状
況
を

一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
地
元
警

察
署
の
判
断
、
意
思
決
定
で
良
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
職
員
の
雇
用
に
関

し
て
は
、
民
間
企
業
は
外
国
人
が

管
理
職
に
な
っ
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
が
、
行
政
が
外
国
人
を
管
理

職
と
し
て
採
用
し
た
り
、
昇
格
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
に
は
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
市
を
退
職
し

て
再
任
用
さ
れ
た
職
員
も
現
役

職
員
同
様
に
、
副
業
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

最
近
の
人
材
不
足
の
状
況
の

中
で
、
そ
の
人
が
持
つ
長
年
の
経

験
や
知
識
を
生
か
せ
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
一
例
で
す
が
、
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
壁
が
あ
り
ま
す
。

　

笠
間
市
は
県
内
の
44
自
治
体

の
中
で
、
最
も
多
く
の
権
限
を
県

か
ら
移
譲
さ
れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
中
で
、
国
の
権
限

や
許
可
等
を
見
直
し
、
自
治
体
が

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
仕
事
が
で
き
る

体
制
が
必
要
で
あ
り
、
本
市
も
規

則
や
慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟

に
行
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　笠間市国際交流協会の活動に参加され、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージ
をご紹介します。今月は10年前に笠間市を訪れ、東京、京都、和歌山を巡り、今年9月に2度目の来日で合気道のセミナー
に参加されて、休日に笠間市国際交流協会で一日市内を案内したドイツ人のP

プ デ ル

udelさんからのメッセージです。さあ、
世界に友達を作って交流を始めましょう。

Hello. How are you?　I am fi ne.
I am very happy that I have found so kind friends in 
Iwama and your near.
In the morning after Keiko as I started my eyes get 
wet. I will miss all.
 Now I am in Tokyo after check in hotel I went through 
Ueno park. Tomorrow I will go to National museum. 
Thank  you  very much. The fl ight is Wednesday. 
Every time when the moment of going back to 
Germany I wish to stay. 
Pudel

こんにちは。お元気ですか。私は元気ですよ。
岩間とあなたの近くで、とても親切な友人に出会えて、嬉しいです。
今朝、稽古の後でみんなに会えないと思うと、涙が出てきました。
今は東京にいます。ホテルにチェクインしてから、上野公園に行っ
てみて明日は国立博物館に行こうと思います。
ありがとうございます。水曜日に帰ります。ドイツに帰る時はいつ
ももっと（日本に）居たいと思います。
プデルより

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人�笠間市国際交流協会　TEL�090-2761-8711（木
きむら
村�美

み え こ
枝子）

【
日
時
】11
月
3
日（
土
・
祝
）

	

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
会
場
】笠
間
稲
荷
神
社

	

稲
荷
門
前
通
り��

笠
小
前
馬
場

　
笠
間
市
国
際
交
流
協
会
で
は
11
月
3

日
、
笠
間
市
に
流
鏑
馬
観
光
に
訪
れ
た

外
国
人
に
、
市
内
の
案
内
と
流
鏑
馬
に

つ
い
て
の
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
協
会
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド

と
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
英
語
・

中
国
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ス
リ
ラ
ン
カ
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
で
市
内
の
案
内
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
英
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て

会
場
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
交
流
を
希

望
す
る
外
国
人
に
は
、
菊
ま
つ
り
、
流

鏑
馬
の
観
賞
に
同
行
し
ま
す
。

◎
11
月
の
日
本
語
教
室

　
3
日（
土
）・
10
日（
土
）・
1₇
日（
土
）

　
【
会
場
】友
部
公
民
館

　
　
　
　

�

午
前
10
時
か
ら

＊
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

東洋大学社会学部の
国際化調査の学生と交流会

₁₁
月
の
国
際
交
流
情
報

協
会
員
と
高
校
生
の
流
鏑
馬
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
の
ご
案
内

市長コラム
壁
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健康ホットライン

私
は
、
病
棟
で
退
院
調
整
看
護
師

と
し
て
、
患
者
様
や
ご
家
族
が「
病
院

で
治
療
を
終
え
て
、
今
後
ど
う
し
た

い
か
」に
つ
い
て
の
意
思
決
定
支
援
を

行
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
入
院
期
間
の

中
で
、「
家
に
帰
り
た
い
け
れ
ど
」
の

「
け
れ
ど
」に
寄
り
添
い
、「
帰
り
た
い

思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
」
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
し
、

退
院
後
を
見
据
え
て
支
援
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
入
院
中
の
ご

自
宅
訪
問
や
、
退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
で
の
多
職
種
と
の
連
携
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
患
者
様
の
在
宅
で
の

セ
ル
フ
ケ
ア
は
、
大
丈
夫
な
の
か
と

い
っ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
医
師
は

も
ち
ろ
ん
、
日
々
の
生
活
を
看
て
い

る
病
棟
看
護
師
の
判
断
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
委
ね
ら
れ

ま
す
。
食
事
、
排
泄
、
入
浴
、
お
薬

の
管
理
な
ど
の
日
常
生
活
動
作
の
問

題
を
、
福
祉
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
や
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
ぎ
、

在
宅
に
戻
っ
て
も
切
れ
目
の
無
い
医

療
・
ケ
ア
が
継
続
で
き
る
よ
う
地
域

連
携
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

退
院
調
整
看
護
師

【
問
い
合
わ
せ
】市
立
病
院　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
2
9
6
―
77
―
0
0
3
4

笠間市立病院　主任看護師　柿
かきおさ
長　理

り え
恵

県
道
四
三
号
（
通
称
川
根
街
道
）
を
岩
間
駅

か
ら
七
キ
ロ
程
進
む
と
下
安
居
集
落
に
至
り
、

右
手
の
小
高
い
場
所
に
白
壁
に
囲
ま
れ
た
天
台

宗
妙
行
院
の
本
堂
の
屋
根
が
見
え
て
く
る
。
白

壁
に
沿
っ
て
右
に
折
れ
る
と
山
門
（
薬
医
門
）

が
あ
り
、
門
前
に
「
天
台
宗
案
智
山
妙
行
院
法

音
寺
」
と
刻
ま
れ
た
石
柱
が
立
つ
。
境
内
に
入

る
と
左
に
鐘
楼
、
右
手
に
観
音
堂
、
そ
の
奥
正

面
に
本
堂
、
そ
の
左
に
庫く

り裏
が
建
つ
。

入い
り
も
や
母
屋
・
銅
板
葺
の
本
堂
に
は
本
尊
阿
弥
陀
如

来
座
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

妙
行
院
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～

四
三
）
安
居
村
の
草
分
け
の
一
人
、
柏
原
兵
部

が
、
屋
敷
内
に
小
さ
な
庵
を
建
て
道
心
者
を
置

い
た
こ
と
に
始
ま
る
。

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
検
地
の
際
に
、

兵
部
の
弟
が
出
家
し
て
庵
を
明
生
院
と
改
め
法

名
を
光
慶
と
称
し
、
除
地
（
無
年
貢
地
）
の
扱

い
を
う
け
た
。
柏
原
家
は
後
に
久
保
田
姓
に
変

わ
る
。

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）、
光
慶
か
ら
数
え

て
四
代
目
祐ゆ
う
ぞ
ん存
が
明
生
院
を
現
在
地
に
移
し
、

幕
府
よ
り
正
式
の
寺
院
と
し
て
認
め
ら
れ
、
小

鶴
村
（
茨
城
町
）
如
意
輪
寺
の
末
寺
と
な
り
、

案
智
山
妙
行
院
法
音
寺
を
名
乗
る
「
三
ッ
寺
」

の
寺
格
に
な
っ
た
。
祐
存
は
中
世
の
木き
う
え植
（
桜

川
市
）
城
主
中
原
将し
ょ
う
げ
ん監
の
子
孫
で
、
権ご
ん

大だ
い
そ
う
ず

僧
都
・
竪り
っ
し
ゃ者
・
法ほ
う
い
ん印
と
い
う
天
台
宗
の
高
い

地
位
に
あ
っ
た
。
妙
行
院
の
中
興
開
山
と
崇
め

ら
れ
、
石
塔
に
は
「
中
興
」
の
二
字
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
祐
存
は
如
意
輪
寺
よ
り
上
安
居
・
下

安
居
な
ど
四
か
村

の
檀
家
を
引
き
受

け
て
、
檀
那
寺
と

し
て
の
地
位
を
築

い
た
。
ま
た
寺
子

屋
も
開
い
て
い

る
。下

安
居
集
落
に

は
、
新し
ん
ぼ
と
け仏の
安
楽
往
生
を
祈
っ
て
、
盆
行
事
と

し
て
「
灯と
う

籠ろ
う

念ね
ん
ぶ
つ仏
」
が
伝
え
ら
れ
笠
間
市
文
化

財
（
民
俗
）
の
指
定
を
う
け
て
い
る
。
妙
行
院

に
属
す
る
念
仏
道
場
の
千
日
堂
で
、
寛
文
年
間

（
一
六
六
一
～
七
二
）
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
、
現
在
は
毎
年
八
月
十
四
日
夜
に
行
わ
れ

て
い
る
。

千
日
堂
に
集
合
し
た
念
仏
衆
が
行
列
を
組
ん

で
妙
行
院
へ
向
か
い
、本
堂
前
で
笠
揃
い
し
て
、

「
寺
々
の
香
の
煙
は
細
け
れ
ど
、
天
に
昇
り
て

黒
煙
と
な
る
」
と
御
詠
歌
・
念
仏
を
唱
え
る
。

そ
の
後
、
念
仏
衆
は
新
仏
の
遺
族
が
招
か
れ
て

い
る
千
日
堂
へ
戻
り
、
そ
の
年
の
新
仏
の
霊
を

一
堂
に
集
め
る
「
寄
せ
念
仏
」
を
行
う
。
こ
の

行
列
の
時
に
奏
さ
れ
る
音お
ん
ぎ
ょ
く曲は
、
夏
の
夜
新
仏

の
霊
を
鎮
め
る
か
の
よ
う
に
静
か
に
流
れ
て
い

く
。
こ
の
盆
行
事
は
太
平
洋
戦
争
後
は
中
断
し

て
い
た
が
、
伝
統
行
事
保
存
の
声
が
高
ま
り
、

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
保
存
会
が
発
足

し
て
復
活
さ
せ
た
。　

現
在
は
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
公
民
館
行

事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
市
史
研
究
員　

萩は
ぎ
の
や
野
谷 

洋よ
う
こ子
）

笠
間
の

歴
史
探
訪

妙
み
ょ
う
ぎ
ょ
う
い
ん

行
院

44

妙行院

病棟看護師

平成30年　広報かさま10月号（No.151）17



笠間
公民館

〒309-1613 笠間市石井2068番地1
TEL 0296-72-2100／FAX 0296-72-2103

友部
公民館

〒309-1737 笠間市中央三丁目3番6号
TEL 0296-77-7533／FAX 0296-78-3278

岩間
公民館

〒319-0294 笠間市下郷5140番地
TEL 0299-45-2080／FAX 0299-45-7612

第10回 笠間市公民館まつりを開催します!
　市民の文化活動・学習活動の総合的な発表の場で、展示・発表をし、文化意識の向上と交流を深めることを目的に開
催します。日ごろの学習・練習の成果をぜひご覧ください。皆さんのご来館をお待ちしています。

11月23日（金・祝）	親子・幼児演劇鑑賞会	 開場：午前10時／開演：午前10時30分～11時15分
	 　	 ◆演目：ぼくらのおうち

11月24日（土）	 笠間市合唱祭　開場：午後1時30分／開演：午後2時
11月25日（日）	 笠間市民芸能発表会	 開場：午前9時／開演：午前10時
	 　	 ◆部門：�ダンス・歌謡曲・舞踊・民謡・楽器演奏など

【会場】笠間公民館

発表部門
観覧自由・無料

11月1日（木）
・太極拳演舞〈友部太極拳クラブ〉
・市民短歌大会〈友部短歌会〉
11月1日（木）～4日（日）
・公民館定期利用団体作品展
・�保育所（園）・幼稚園・小中学校・特別支援学校児童生
徒作品展
・菊花展〈友部菊花会〉
・友部山岳会展〈友部山岳会〉
・笠間の自然環境の現状〈かさま環境を考える会〉
・ちょっと頑張って楽しく！〈ごみを考える会〉
・秋の山野草まつり〈友部山野草クラブ〉

11月3日（土・祝）
・高齢者クラブ芸能発表会　午前10時～
・茶席〈わび茶〉
・俳句大会（午後）〈友部俳句会〉
11月3日（土・祝）～4日（日）
・学ぼう賢い消費者になるために〈笠間市消費者友の会〉
・ふるさと映像展〈映像でわが町をつくる会〉
・簡単クリスマス工作
	 手作りツリーをつくろう！ワーク子ども  先着順（各15名） 無料
　午前10時30分～／午後2時30分～
・バルーンプレゼント
11月4日（日）
・ハンドドリップコーヒー〈和カフェ笠間〉

11月23日（金・祝）～25日（日）
・児童生徒郷土研究発表展
・公民館定期講座生作品展
・笠間市笠間華道連合会いけばな展
・保育所・かさま・いなだ子ども園・幼稚園児作品展
・定期利用団体作品展
・笠間地区高齢者クラブ作品展
11月23日（金・祝）
・オリジナル缶バッジ作り ワーク子ども
	 午前10時〜午後4時・一人100円
	 ※お気に入りの写真等をお持ちください。
・クラフト教室 小物づくり ワーク大人  先着順（20名）
	午前10時〜午後2時・一人500円
11月24日（土）
・茶席
・ハタヨガ体験 無料  先着順（各20名）
　午前10時30分～／午後1時30分～（体験時間：各70分）
　基本的な動作で初心者の方や運動苦手な方歓迎します。
　※伸縮性のある服装でご参加ください。
・カラーアナライザー ワーク子ども  先着順（30名）
　色付き眼鏡で光を科学する。
　午前10時〜午後4時・一人100円

・ベトナム竹トンボ（やじろべえ）に色をぬろうワーク子ども
	 先着順（30名）　午前10時〜午後4時・一人300円
・けん玉体験 ワーク子ども  無料  午前10時〜午後4時
・ペットボトルボウリング ワーク子ども  無料
　午前10時〜午後4時
・手仕事「桃の三連吊るし飾り」ワーク大人  先着順（20名）
　午前9時〜午後4時・一人300円
・ハーバリュームをつくろう！ワーク大人  先着順（20名）
　午前9時〜午後4時・一人800円
・かぎ針編み小物作りワーク大人  先着順（20名）
　午前9時〜午後4時・一人200円
11月25日（日）
・子ども茶道
・ペットボトルキャップ投げ（射的）ワーク子ども  無料
　午前10時〜午後4時
・�簡単デザートプレート作り（クッキング） 先着順（各16名）
	「お豆腐入りレアチーズケーキとヘルシーアップルパイ」
　午前10時30分～／午後1時30分～
　一人300円（体験時間：約1時間）

友部公民館 【会期】11月1日（木）～4日（日） 午前9時〜午後5時

笠間公民館 【会期】11月23日（金・祝）～25日（日） 午前9時〜午後5時

【問い合わせ】 TEL 0296-77-7533

【問い合わせ】 TEL 0296-72-2100

ワーク子ども  …子ども対象ワークショップ
ワーク大人  …大人対象ワークショップ
※岩間公民館の開催は、9月21日から24日まで行いました。
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各館の行事予定 11月
笠間図書館

◆おはなし会	
（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
11月	 2日（金）	『パパおふろ』ほか
11月	16日（金）	『大きなかぶ』ほか
◆おはなし会	
（4歳～小学生向け　午後2時～）
11月	 4日（日）	『�ねずみのえんそくもぐら

のえんそく』ほか
		 〈語り部の会〉
11月	11日（日）	『ソメコとオニ』ほか
		 〈たんぽぽ〉
11月	25日（日）	『�森から海へ　はっぱの

旅』ほか〈アイアイ〉
◆子ども読書フェスティバル
11月18日（日）　午後2時〜
◆ギャラリー
◇10月26日（金）～11月20日（火）
　「おもしろ時計展」

友部図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時～）
11月	 1日（木）	『ぐるぐるジュース』ほか
11月	15日（木）	『まほうつかい』ほか
◆おはなし会	
（4歳～小学生向け　午後2時～）
11月	 4日（日）	来てのおたのしみ
		 〈すみれのWA〉
◆ブックdeトーク（一般向け）
11月	24日（土）　午後1時30分～3時
◆名作映画会（午後2時～）
11月	25日（日）	『�綾小路きみまろ 爆笑！

最新ライブベストセレ
クション1』（73分）

◆ ギャラリー
◇10月30日（火）～11月11日（日）
　「水墨画展示」常陽水墨会
◇11月13日（火）～11月25日（日）
　�「イラスト・マンガ展示」森山ゆかり
（個展）

◇11月27日（火）～12月9日（日）
　「野鳥写真・短歌展示」水戸野鳥の会

岩間図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
11月	 8日（木）	『�パンダのあかちゃん
		  おっとっと』ほか
＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
11月	 4日（日）	『おりがみにんじゃ』ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
11月	24日（土）	来てのおたのしみ！
		 〈サルビア〉
◆子ども読書フェスティバル
11月10日（土）　午後2時〜3時30分

「としょかん1年生パック」
取りに来ましたか？

館内の特集コーナー
（友部図書館）

　今年の4月に小学1年生になったみなさん「としょかん
1年生パック」はもらいましたか？
　まだの方は、入学式の日にもらった黄色の紙の「しょ
うたいじょう」を持って、お近くの図書館までお越しく
ださい。お待ちしています。

「リーダーに学ぼう！」
　今回の特集は、企業の創業者や社長、部長、課長、チー
ムの監督、さまざまな “リーダー” に関わる本から人生・
生きざま・信念・成功の秘訣などを探る特集です。
　ぜひ、ご一読ください。

　笠間市立図書館では、マイバッグの利用を推奨しています。図書館ご利用の際はマイバッグをお持ちください。
　なお汚損・劣化等のため、友部図書館で行っていた図書館バッグのサービスは、平成30年12月末日をもちま
して終了します。ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願します。

マイバッグをご利用ください

・カードケース
・おすすめの本リスト
・としょかんの使い方
　　　　　　　　　等

としょかん1年生パック
◀友部図書館
　特集コーナー

※図書館の資料は市民の財産です。大切にご利用ください
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トモアからのお知らせ
トモア寄席
～秋深し、充実の落語と色物～
出 演者▶落語…二

にしょうてい
松亭ちゃん平

ぺい
・染

そめや
家さ

くら・万
まんようていこたろう
葉亭小太郎・三

みさきやおうのすけ
崎家桜の輔・

火
かさいてい
災亭しける／ギター漫談…流

なが
しの

てっちゃん
日 時▶11月4日（日）午後1時30分開演
（開場午後1時・出入り自由）

場所▶トモア　マルチホール
費用▶500円

駅前シネマ
　毎週木曜日は「映画の日」11月は日本
無声映画と活弁をお届けします！
日時▶
11�月1日㈭「御誂治郎吉格子」（活動弁
士：佐

さ さ き
々木亜

あ き こ
希子）

11�月8日㈭「鞍馬天狗」前後篇（活動弁
士：佐々木亜希子）

11�月15日㈭「実録忠臣蔵」（活動弁士：
平
ひらが
賀源

げんだい
大）・「江戸怪賊伝　影法師」

（活動弁士：佐々木亜希子）
11�月22日㈭「艶姿影法師」（活動弁士：
佐々木亜希子）

11�月29日㈭「番場の忠太郎　瞼の母」
（活動弁士：佐々木亜希子の実演（午
後1時と午後4時からの上映は実演・
午前10時と午後7時からの上映は録
音）

参 加費▶一般1,000円／身障者・シニ
ア800円／子ども500円／未就学児
は無料　※映画を5回観ると、1回無
料になります。

場所▶トモア　マルチホール

激辛ヒーハーまつり�in�トモア
　10月も開催決定！今回のテーマは「き
のこ」です。
日時▶10月22日（月）～27日（土）
　午後5時～9時
場所▶トモア　まちのひろば

申・問 地域交流センターともべ「トモ
ア」（友部駅前1番10号）
TEL�0296-71-6637

笠間の家からのお知らせ
県産紅茶を楽しむ会
　吉

よ し だ

田真
ま ほ

穂先生の、数種類の紅茶の淹
れ方を学び、お菓子とともに味わえる

講座です。今回は、クリスマス感をたっ
ぷり感じられる内容です
日時▶11月16日（金）午前11時～午後1時
料金▶3,800円（税込み）

申・問 笠間の家（笠間市下市毛79-9）
TEL�0296-73-5521

あたごからのお知らせ
女性のためのヨガ講座
　もっと知りたい女性のカラダとココ
ロ。より健やかに、より美しく生きるた
めにできることを学びます。
日時▶毎回午前10時～正午
11月10日㈯骨盤編
12月8日㈯女性ホルモン・月経周期編
1月19日㈯更年期・自律神経�編
内 容▶お話（座学）・ヨガ（カラダを動
かします）

持 ち物▶ヨガマット・動きやすい服装・
筆記用具

参加費▶3,000円/1回

申・問 地域交流センターいわま「あた
ご」（下郷4438番地7）
TEL�0299-57-3357

※�納税には、簡単で便利な口座振替をご利用ください。
※�納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納税を
お願いします。
※�口座振替で納付の方は預金残高の確認をお願いします。

₁₀月の納税等 納期限：10月31日（水）
市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

（3期分）
（5期分）
（4期分）
（4期分）

【問い合わせ】　茨城県道路公社��TEL�029-301-1131
ホームページ▶http://www.i-road.or.jp�

友部駅北口駐車場の割引について
　茨城県道路公社では、駅利用者の利便性
を向上させるため、友部駅北口駐車場を運
営しています。現在、新規契約者について、
お得な月極料金割引をしていますので、ぜ
ひご利用ください。

月額5,200円のところ5,000円
（先着順・平成31年3月まで）

駐車場案内図
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国からのお知らせ
パスポートダウンロード申請書
の受け付けが始まりました
　ダウンロード申請書とは、パスポー
ト申請窓口で申請書を記入する時間が
なく、あらかじめ自宅で記入したい方
などのために、インターネット上でダウ
ンロードできる申請書のことです。
　ご自宅のパソコン等から、画面案内
に従い、必要事項を入力して作成した
申請書を、PDF形式でダウンロードす
ることができます。
　ダウンロードしたPDF形式の申請書
をプリンターで印刷し、さらに署名等
必要事項を手書きで記載の上、パスポー
ト申請窓口で他の必要書類と共に提出
することにより、申請手続きが行えま
す。
運用開始▶10月1日（月）
注意▶
・�ダウンロード申請書は、インターネッ
ト上でパスポート申請を行えるように
するものではありません。
・�手続きのしかた、交付日数、手数料
等は、手書き用申請書で申請した場
合と同じです。
・�10月1日以降は、ダウンロード申請書
と手書き用申請書のどちらでも使用
できます。
・�パスポート申請窓口は、「笠間市役所
　本所　市民課」です。

連�絡先・リンク▶詳しくは外務省ホー
ムページ「パスポートダウンロード申
請書」をご覧ください。
　�https://www.mofa.go. jp/mofa j/
toko/passport/download/top.htm

水戸税務署よりお知らせ
税を考える週間
　国税庁では、国民の皆さんに租税の
意義や役割、税務行政に対する知識と
理解を深めていただくため、1年を通じ
て租税に関する啓発活動を行っていま
すが、毎年11月11日から17日を「税を
考える週間」として、集中的にさまざま
な広報施策を実施しています。
　「税を考える週間」の実施に合わせて、
国税庁ホームページ内に「くらしを支え
る税」をテーマとした特設ページを設
け、国税庁の各種取り組について紹介
しているほか、ツイッターによる情報
発信も行っています。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://
www.nta.go.jp）をご覧ください。
問 水戸税務署 TEL 029-231-4214

笠間市からのお知らせ
10月は土地月間です
～土地取引の後には届出を～
　国や地方公共団体等では、毎年10月
を「土地月間」と定め、土地に関するさ
まざまな普及啓発活動を行っています。
　市内の5,000㎡以上の土地について売
買等の取引をした際は、権利取得者（譲
受人）は、契約締結の日から2週間以内
に笠間市に届出を行う必要があります。
届出についての詳しい内容は、笠間市
企画政策課までお問い合わせください。
問 企画政策課（内線555）

茨城県陶芸美術館からの	
お知らせ
企画展「欲しいがみつかる・うつ
わ展　－笠間と益子－」
　現代の笠間と益子の作家がつくるや
きものは、釉薬を使った昔ながらのス
タイルのものではなく、作家によって土
や釉薬など使用する素材、成形や施釉
の手段にも違いがあり、そのスタイル
は実にさまざまです。
　本展では、62名の作家の個性や現代
の感覚が取り入れられた新しいスタイ
ルのうつわを紹介します。「使ってみた
い」「飾ってみたい」など、欲しいうつ
わがみつかる展覧会です。
期間▶12月9日（日）まで
開�館時間▶午前9時30分～午後5時（入
館は午後4時30分まで）※月曜休館。
ただし、祝日の場合は翌日休館（11
月5日（月）は開館）

入�館料▶一般720円、高齢者（満70歳
以上）360円、高大生510円、小中
生260円

問 茨城県陶芸美術館
TEL 0296-70-0011

申 …申し込み　問 …問い合わせ

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日 8月30日）
【廃棄物の受入】
　環境保全事業団より、廃棄物の受入（溶融処理対象物・直接埋立廃棄物・含有金属等の判定）に係る資料の提出を求め、その
資料に基づき処分状況の報告を受けた。
①�　受入対象廃棄物における処分方法（溶融・破砕、埋立）について説明後、廃棄物の種類および内容について詳細説明を受けた。
②�　受入対象廃棄物の種類は、溶融処理対象物および直接埋立廃棄物があり、受入基準に基づき受入れている。
③�　受入基準については、共通事項として、溶融処理対象物・直接埋立廃棄物ともに処理に危険性があるものを受入禁止にし
ている。また、廃棄物の長さ・大きさ等についても規制している。
④�　直接埋立廃棄物が金属等を含む場合は、国で定めた基準の1/10を独自基準として採用し、安全な廃棄物処理を実施してい
る。基準値を超えたものについては、受入れを断っている。

【次回の監視活動】
　施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流について実施。

◀橋
はしぐち
口 暢

のぶひろ
弘

　「鉢」2018年

石
いしかわ
川 若

わかひこ
彦▶

「ティーセット」　
2018年　
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源泉徴収義務者に対する年末調整説明会開催のお知らせ

※都合により、指定された日時に出席できない場合には、他の日時に出席することが可能です。
※駐車場には限りがありますので、なるべく公共の交通機関をご利用ください。

【問い合わせ】水戸税務署　法人課税第2部門　TEL029-231-4211（代表）

開催日 開催時間 開催場所 対象地域
11月14日（水） 午後1時～3時 笠間市立笠間公民館

（笠間市石井2068番地1）
笠間市、城里町

11月16日（金） 午後1時～3時 小美玉市、茨城町

11月19日（月）
午前10時～正午

茨城県立県民文化センター
（小ホール）

（水戸市千波町東久保697番地）

（イ） 大洗町、水戸市のうち郵便番号が
「310-0000」～「310-0045」の地域

午後1時30分～3時30分 （ロ） 水戸市のうち郵便番号が
「310-0046」～「310-0844」の地域

11月21日（水）
午前10時～正午 （ハ） 水戸市のうち郵便番号が

「310-0845」～「310-0911」の地域

午後1時30分～3時30分 水戸市のうち（イ）～（ハ）以外の
郵便番号の地域

※昨年の開催場所とは、異なりますのでご注意ください。
※�11月14日（水）、11月16日（金）の午後3時～4時の間および、11月19日（月）、11月21日（水）の午後3時30分～4時30
分の間に、改正消費税に関する説明会を予定しています。

　平成30年分年末調整説明会を下記のとおり開催します。

【問い合わせ】
国体推進室（内線242）

リハーサル大会を実施します!
軟式野球 リハーサル大会

←笠間市
　国体HP

大会名：水戸市長旗�第26回�東日本軟式野球選手権大会

ボランティア、協賛企業・団体、花いっぱい運動の協力団体、
弁当調製業者、売店出店者を募集中！

日時：11月3日（土）～5日（月）�
会場：笠間市総合公園市民球場

ゴルフ場等
（ボイラー：風呂）

民間
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学　校 ショッピングセンター

バイオ重油の販売（協力金付き商品）

廃食油の提供（買い取りまたはポイント付与）　　　　

市民活動事業の支援
　・地域ポイント制度還元
　・市民活動助成金等

バイオ重油の精製

飲食店 家　庭

回収

運搬

廃食油�回収業者

廃食油
買い取り

売上金還元

協力金の創出
【1ℓ当たり0.5円】

企業
NPO法人

NPO法人

笠間市

はなさか
（ボイラー：風呂）

行政
指定管理者

事業フロー図

廃食油の提供（買い取りまたはポイント付与）　　　　廃食油の提供（買い取りまたはポイント付与）　　　　1P

�11月3日（土）�午前8時15分�開始式
� 同日�午前8時30分�競技開始（予定）
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　「言の葉」の店内には、さまざまな雑貨や食
品が販売されているスペースや、ゆっくり食
事を楽しめるスペースがあり、毎月いろいろ
なイベントも開かれています。「とにかく行っ
てみて、どんなお店か感じてみて。」とのクチ
コミで来店するお客さんが多いというその言
葉通り、「カフェ」や「雑貨屋さん」といった
一言では表せない空間となっています。
　お店のコンセプトは、『両手合わせて作っ
たものは　人の心をまるくする』。これは、日
本の仏教詩人・坂

さかむら
村真
しんみん
民の詩―手を合わせる―

の一節だそうです。「今は簡単に物が買える
時代だけれど、人の手で作られたものを皆さ
んに届けていきたい。」という二宮さんの思い

が込められています。お店を始めたきっかけ
を伺うと、「カフェや雑貨屋さんがやりたいわ
けではありませんでした。介護をしていて辛
い言葉をかけられる経験をしたのですが、そ
の心を癒してくれたのもまた『言葉』でした。
その経験から、“人と人とが繋がることのでき
る場所を作りたい。ご縁を繋ぎたい。”という
想いを強く抱き、『言の葉』という店名でお店
を開き、段々と今の形になりました。」と話し
ていました。

～人と人とがつながる場所～
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工場の様子 作業風景

言の葉  代表 二
にのみや
宮 真

ま み
美さん・スタッフの皆さん

グルメイト  川
かわかみ
上 由

ゆ み こ
美子さん・布

ふ せ や
施谷 ちえみさん

地産地消＝食べて、かさま応援！
地産地消応援団の「笠間グルメイト」が、地産地消協力店をレポー
トします。この記事に関するお問い合わせは、農政課（内線528）へ。

言
こと

の葉
は

今月の
訪問先

　お店の一番人気は「滋味ごはん」。体に染みわたるような、
胃に優しい料理を食べてほしいと考案しているメニューで、
季節に合わせて料理も器もガラリと変えているそうです。
　取材時の「夏の滋味ごはん」は、車

くるまぶ

麩のからあげ、おか
らと野菜の豆腐マヨサラダ、大豆ミートの南蛮漬けなど、
大豆製品を多く使ったメニューに、十六穀米とプチデザー
ト、黒豆茶がセットになっていました。
　野菜は、自家農園でとれたものや、市内の直売所で購入した地元のものを使っている
そうです。
　また、在来種の小豆を未来に繋ごうと、その小豆を使った甘味も提供しています。　
※「滋味ごはん」は季節によって内容が異なります。

～取材を終えて～
・�「滋味ごはん」は、体にも心にも染みわた
るような優しい味でした。お店の落ち着
いた雰囲気に、とても癒されました。
・�1つ1つじっくり見たくなる雑貨がたく
さん並んでいて、とてもわくわくする
店内でした。

体に染みわたる“滋
じ み

味ごはん”

※取材にご協力いただける地産地消協力店を随時募集しています。

代表：二
にのみや
宮　真

ま み
美さん

住所：笠間市笠間4170-25 
電話：0296-85-5402
電話受け付け時間： 午前11時～午後6時
定休日：毎週月曜日・火曜日

言の葉
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◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg. jp/mobile

人口と世帯数

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

栄養成分（1人分）
笠間焼うつわプレゼント

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差し上げます。このコーナーや
広報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課まで、
はがき（持参可）でお申し込みください。
※�当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

10月号締め切り：10月31日㈬必着

【笠間焼の提供】丹
たんの
野�吉

よしのぶ
信（笠間）サイズ：約17㎝×17㎝

主食（ごはん、パン、麺） 1sv
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理） 0.5sv
主菜（肉、魚、卵、大豆料理） 1sv
牛乳・乳製品 0
果物 0

詳しくは 食事バランスガイド 検索

食事バランスガイド

さつまいも入り塩昆布ご飯
材料（４人分）

作　り　方

米…………… 2カップ（400ml）
さつまいも……………… 200g
塩昆布……………………… 15g
　　酒………………… 大さじ1
　　塩……………… 小さじ1/4

鶏もも肉………………… 100g
めんつゆ……………… 大さじ3
青じそ………………… 2～3枚

❶�米は洗ってザルに上げ、約15
分おいて水気をきる。
❷�さつまいもはよく洗い、皮付
きのまま1.5㎝厚さの輪切り、
太い部分は半月形または
いちょう形に切り、水にさら
して水気をよく切る。
❸�鶏もも肉を1㎝角に切り、
めんつゆに10分程漬け、汁を
きっておく。

❹�炊飯器に❶の米を入れ、Aに
水を足して2カップにした
ものを入れ、❷のさつまいも
❸の鶏肉を均一にのせて炊く。
❺�炊き上がったら、塩昆布を
加え、さつまいもが崩れない
ようにしゃもじで軽く混ぜる。
❻�器にご飯を盛り、せん切りに
した青じそを散らす。

・エネルギー 276kcal
・たんぱく質 8.3g
・脂　　　質 4.0g
・塩　　　分 1.5g

●人　口：75,034人（−45人）　男�36,725人（−25人）　女�38,309人（−20人）
●世帯数：28,860世帯（＋12世帯）　●8月の出生数：46人　●8月の死亡数：80人

《常住人口9.1現在》
（　）内は前月比較

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
「茨城県都市ボランティア」募集

　茨城カシマスタジアムで開催される、サッカー競技の観戦に国内外から訪れるお客様への「おもてなし」活
動に携わる「都市ボランティア」を募集します。

活動場所 茨城カシマスタジアム・鹿島神宮駅・鹿島神宮周辺など
活動内容 交通案内・観光案内・大会日程の案内、英語等の多言語対応
募集人員 700人程度

応募条件
次の3つすべてに当てはまる方が応募可能です。
①平成17年4月1日以前に生まれた方　②日本国籍を有する方、または日本に居住する資格を有する方
③日本語による簡単な会話（意思疎通）のできる方

応募期間 12月10日（月）まで　※郵送の場合は12月10日消印有効

応募方法

電子申請「いばらき電子申請・届出サービス」の応募フォームから応募してください。

郵送・
ＦＡＸ

応募申し込み書に必要事項をご記入の上、提出してください。
【応募申し込み書の主な配布場所】
　・ホームページ（https://www.suishin.ibaraki2020.jp/volunteer）
　・茨城県庁2階　総合案内、12階　オリンピック・パラリンピック課
　・笠間市教育委員会スポーツ振興課（教育棟1階）
【郵送先】�〒310-8555　水戸市笠原町978番6
　　� 茨城県県民生活環境部オリンピック・パラリンピック課　都市ボランティア担当　宛
【FAX】029-301-2791

【問い合わせ】�茨城県県民生活環境部オリンピック・パラリンピック課�☎029-301-2117（平日の午前9時～午後5時）
� ホームページは「東京2020茨城県関連情報」で検索してください。

A
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